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会議録（要点録） 

会 議 名 第１回 第４次八王子市教育振興基本計画策定検討会 

日 時 令和６年5月2日（木）午後７時00分～８時45分 

場 所 八王子市役所 本庁舎 ８０２会議室 

出 

席 

者 

氏 

名 

参 加 者 

◎川島弘嗣、○大宝院清孝、増田正弘、、中村八重、佐藤ますみ、櫻井励造、 

矢ケ﨑由香、小室裕美、小林七海 

◎：座長 ○：副座長 

教育委員会

事 務 局 職    

員 

松土和広 学校教育部長、長井優治 教育総務課長、狩野貴紀 統括指導主事、 

志村亮介 統括指導主事、福島裕子 統括指導主事、 

田島裕子 生涯学習政策課長 

事 務 局 三枝信博 教育総務課主査 

欠 席 者 氏 名 三浦壮次 

次 第 

１ 開会 

２ 学校教育部長挨拶 

３ 参加者自己紹介 

４ 正副座長の選出 

５ 議題 

（１）第4次八王子市教育振興基本計画策定検討会について 

（２）第4次八王子市教育振興基本計画策定について 

６ その他 

７ 閉会 

公開・非公開の別 公開 

傍 聴 人 数 なし 

配 付 資 料 名 

・次第 

・資料１ 第 4 次八王子市教育振興基本計画策定検討会参加者名簿 

・資料２ 第 4 次八王子市教育振興基本計画策定検討会開催要綱 

・資料３ 第 4 次八王子市教育振興基本計画策定検討会 会議日程 

・資料４ 第 4 次八王子市教育振興基本計画策定について 

・第３次八王子市教育振興基本計画 

・令和 5 年度（2023 年度）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び

評価の報告書 

・令和 5 年度（2023 年度）はちおうじの教育統計 

・八王子未来デザイン 2040 

・八王子市総合教育大綱 2023-2030 

・第 4 期 教育振興基本計画 

・東京都教育振興基本計画東京都教育ビジョン（第 5 次） 
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 会議の内容 
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座長 

１ 開会 

２ 学校教育部長挨拶 

３ 参加者自己紹介 

４ 正副座長選出 

５ 議題 

（１）第４次八王子市教育振興基本計画策定検討会について 

資料２「第４次八王子市教育振興基本計画策定検討会開催要綱」及び資料３「第４次八

王子市教育振興基本計画策定検討会 会議日程」にて説明 

（２）第４次八王子市教育振興基本計画策定について 

資料４「第４次八王子市教育振興基本計画策定について」にて説明 

地域の中で子どもたちを育てていく視点から、地域の方や市民の皆さんが小・中学校に

何を期待し求めているのかを我々自身で感じ取り施策に活かしていくことが重要である。 

計画を作成するにあたって先生方の納得を得るには、現状の分析をしっかりとすることで

あり、現状の分析から目標を定めて、施策を考えていくことが大切である。 

教育はすぐには成果が出るものではないが、そこに行くまでの目的や手段を意識し、「これ

をやった」という満足感に留まらずに計画を作っていく必要がある。 

第３次計画策定後の課題として項目が挙げられているが、細かい説明や現状が詳しく

書かれているページ等があれば教えていただきたい。 

 第３次計画全 38 施策の現状等をまとめたものが点検及び評価の報告書となっている。 

点検及び評価は毎年行っているものであり、皆様にお配りしたものは令和５年度に作成し

たものである。過年度の報告書は市のホームページで公開をしている。 

学校現場にいくつも携わっているが課題はもう少しあるのではないかと感じる。 

資料 4 で取り上げている課題は、主のものを挙げさせていただいた。今後個別施策を議

題とする際に、新ためてお示しする。 

点検及び評価の報告書を見ると、評価の結果が、「S」と「A」ばかりなので、ストレッチな目

標を立てて、もう少し「C 評価」となる目標を設定した方が課題が明確に見えると思う。い

じめや不登校などは定量的な評価がしやすいと感じているが、八王子市から有名企業家

を輩出するとなると長い期間で考えなければならないし、評価がしにくくなると考える。教

える側も教えられる側も夢を持てるような計画ができると、実行していてやりがいを感じる

ので、そのようなものができると良いと思っている。 

本日は、第１回目の策定検討会ということもありキックオフ的な会議になると思うので、「計

画策定にあたっての思い」や「これからの八王子の教育」について等を皆さん全員から考

え等を伺いたい。 

一つ質問をする。「はちおうじっ子」という言い方は浸透しているのか。 

浸透していると思っている。 
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そこに込められている思いは、八王子の子どもは八王子で育ち将来八王子に貢献するこ

とだと思うが、そのコンセプトとは異なり、世界に羽ばたいていく子どももいる。地域に根差

したグローカルな視点と、グローバルな視点は両方あるべきだとは思う。はちおうじっ子と

いうフレーズが凄く語感がいいので、学校も地域もみんなで共有できるような概念だった

ら素晴らしいと思う。 

地域を巻き込んでの教育を推進していきたいと考えている。実際は地域との関係性がう

すいことが課題だ。私が関わっている小学校では学校運営協議会に対して頼ってくださっ

たり、意見を求めてくださったりしているが、他の学校運営協議会の方の話を聞くと、学校

と地域との連携体制が構築できていない学校が多いと感じている。先生方の疲弊を思っ

た時、もっと地域に任せていただけたり地域に頼っていただければと思う。策定検討会で

は、地域がどのように貢献していけるのかを話していきたいと考えている。 

第３次計画の計画期間に、「コロナ」という大きな出来事が起きた。おそらくその影響で教

育や子ども達、保護者達も大きく変化したように感じる。新しい計画を作る際、今までの延

長ではなく、何が変わったのか、色々あると思うが計画に盛り込んで、次へ繋げていきた

いと考えている。 

計画の部分では、支援の計画、しくみの計画、また、子ども達の育成の計画も入っていると

思うが、これらの計画において、バランスよく取り組んでいくべきだと考えている。子ども達

がしっかりと育成できるような、バランスの取れた計画になることを望んでいる。また、「地

域を巻き込む」ことも大事だが「巻き込まれ力を地域の方々が持つ」ことも大事だと感じて

いる。 

私自身、いち保護者としての立場で初めて PＴA に携わった際、改めて「地域の方々に子

ども達が育てられている」ということを実感し、八王子の住みやすさや、子育てのしやす

さ、全てを見た時にその面ですごく評価されていると感じている。学校運営協議会の委員

として、学校側の意見や保護者側の意見の両方を開くことができるので、その意見をこの

場で活かしていきたい。 

現状を分析して目標に対してギャップを埋める部分が第４次計画となると思う。資料４にあ

る９つの課題があるだけでは、どのように取り組んでいくか、戸惑ってしまう部分がある。 

今までは小学校の特別支援教育に携わっていたが、発達障害や、精神障害を持っている

方々がどのように社会に出ていくのか、この課題に現在向き合っているところである。ここ

を一つのゴールとして見ることができると、その先にどのようなアプローチをしたらいいの

かということを経験を基に活かしていきたいと考えている。 

昨年 1 か月程マレーシアに滞在していた経験があり、子どもを保育園に通わせたり、仕事

の関係で色々見ていたが改めて日本は非常に素晴らしい国だと実感した。日本人は真面

目であり、頭もよく、優秀である。これから人口が減っていっても日本が世界に対して向き

合う力はまだまだあるはずだ。大人の私たちが先の世代のためにできることはいくつもあ

ると思うので、貢献していきたいと思っている。 
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学校現場の中で、どのように子どもたちが育っているのか、子ども達に向き合っている先

生方が今どんな状況なのかをこれからお話させていただきながら一緒に考えていきたいと

思う。また、「地域で子どもたちを育てていく」という部分において八王子は力があると思っ

ている。学校が地域をどのように巻き込んでいくかについても課題の一つでもある。現在

学校現場の中では色々な課題がある中で先生方が本務に向き合って行けるよう、きちん

と支えていくにはどうしたら良いのかという部分が課題となっている。地域の方々のお力

添えがたくさんいただける所は八王子の特色であると感じている。 

子ども達や保護者の皆さんと話をする際に、一番根本に何をおいて話をしているかと言う

と「寛容」を意識している。寛容ということを大切にすると、ここにある課題もかなりの部分

がクリアに出来てくるのではないか。相手の意見や自分と違う考えを認めることで、例えば

保護者の方が学校側に対して感情的に強い言い方になってしまっても、ワンクッション置く

ことで寛容さがあれば辛い結果になることは最小限に抑えることが出来ると思う。普段子

どもたちには、「自分のことも許してあげなさい」と言い伝えている。私たちの世代は上手く

行かないことがあると軌道修正が難しい時代だったと思うが、今はその当時と比較したら

軌道修正がしやすい時代となっている。そうは言っても、「やり直しはいくらでもできる」と

言う大人が実際本当にそう思っていないことが非常に多いと感じている。子どもたちは感

じとる力があるので、正しい理解を得てもらう為には保護者も含めた教育をしていく必要

がある。１０年、２０年で上手く行かないことがあったとしてもこの先諦める必要は無い、と

いうような教育を八王子で行っていきたい。 

6 その他 

次回の開催予定を事務局からお願いする。 

次回の日程は 5 月 31 日（金）、場所は市役所本庁舎 8 階 801 会議室。時間は午後 7

時からを予定している。 

次回の開催通知、会議資料については、後日、電子メールにてお送りする。 

 では、本日はこれにて閉会とする。 

 

7 閉会 

 

 

 

 

 


